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工事名 島根太郎邸新築工事
工事施工場所 雲南市三刀屋町給下○○○番地
給水の用途 一般家庭用
給水方式 直結直圧式

（１）計算条件
現地配水管の水圧

新築住宅の給水栓数
既設住宅の給水栓数
合計水栓数
同時使用給水栓数

（２）計画使用水量の算出

新築住宅の計画使用水量

№
口径
(mm)

1 13
2 13

既設住宅の計画使用水量

№
口径
(mm)

1 13
2 13
3 13

（３）口径の決定算出
新築住宅

区間
流量
L/分

口径
mm

動水勾配
‰ m

損失水頭
m

立上げ
高さｍ

所要水頭
ｍ

備考

キッチン（ｅ） 12.0 13 0.80 0.80 ①
e-F 12.0 13 229 9.30 2.13 0.60 2.73 ②

シャワー（ｆ） 8.0 13 0.40 0.40 ③
d-F 8.0 13 108 2.60 0.28 0.50 0.78 ④

20.0 20 77 23.60 1.81 0.50 2.31
20.0 20 0.10 0.10
20.0 20 3.00 3.00

計 5.41
e-B間の所要水頭は3.53+5.41＝8.94ｍ

水理計算書（計算例）

５栓

８栓

0.62MPa

１１栓
１９栓

計画使用水量
（L/分）
12.0
8.0

合計 20.0

同時使用給水用具

キッチン（ｅ）
シャワー（ｆ）

同時使用給水用具
計画使用水量
（L/分）

洗濯水栓（ａ） 12.0
トイレ（ボールタップ；ｂ） 12.0

合計 39.0

   同時使用水量            59.0 L/分

水栓柱（ｃ） 15.0

①＋②＞③＋④ よってF点での所要水頭は3.53ｍとなる

F-B

給水用具の損失水頭

給水用具の損失水頭
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既設住宅

区間
流量
L/分

口径
mm

動水勾配
‰ m

損失水頭
m

立上げ
高さｍ

所要水頭
ｍ

備考

水栓柱（ｃ） 15.0 13 1.40 1.40 ①
ｃ-E 15.0 13 336 13.30 4.47 0.90 4.56 ②
D-E 15.0 20 48 3.10 0.14 0.14 ③

トイレ（ボールタップ；ｂ） 12.0 0.80 0.80 ④
ｂ-D 12.0 13 229 0.80 0.18 1.20 1.38 ⑤
C-D 27.0 20 132 3.20 0.42 0.42 ⑥

洗濯水栓（ａ） 12.0 13 0.80 0.80 ⑦
a-C 12.0 13 229 0.80 0.20 1.80 0.81 ⑧

39.0 20 253 30.30 7.67 0.00 7.67
39.0 20 0.10 0.10
39.0 20 3.00 3.00

計 10.77

59.0 20 527 8.30 4.37 0.50 4.87
59.0 20 0.10 0.10
59.0 20 0.50 0.50

計 5.47
 よってA点での所要水頭は17.29+5.47＝22.76ｍ＝2.276kgf/ ×0.098MPa＝0.22MPa＜配水管の圧力0.62MPa
 仮定通りの口径で適当である。

B-A

 c-B間の所要水頭は6.52+10.77＝17.29ｍ＞e-B間の所要水頭 よってB点での所要水頭は17.29ｍ

給水用具の損失水頭

給水用具の損失水頭

①＋②+③＋⑥＞④+⑤、⑦+⑧ よってC点での所要水頭は6.52ｍとなる

C-B

給水用具の損失水頭
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